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                         令和２年度 令和元年度予算 差引額 伸び率
当初予算額 （６月補正後）

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ

5,379,292 5,727,138 △ 347,846 △ 6.1

881,939 766,484 115,455 15.1

4,728,319 4,500,619 227,700 5.1

－ 2,835,560 △ 2,835,560 皆減

12,242 13,285 △ 1,043 △ 7.9

4,251 4,227 24 0.6

2,058,244 1,869,145 189,099 10.1

収 益 的 収 入 1,343,928 1,410,867 △ 66,939 △ 4.7

収 益 的 支 出 1,216,959 1,265,912 △ 48,953 △ 3.9

資 本 的 収 入 579,060 304,581 274,479 90.1

資 本 的 支 出 841,285 603,233 238,052 39.5

4,085,826 － 4,085,826 皆増

収 益 的 収 入 1,633,416 － 1,633,416 皆増

収 益 的 支 出 1,589,847 － 1,589,847 皆増

資 本 的 収 入 1,919,936 － 1,919,936 皆増

資 本 的 支 出 2,495,979 － 2,495,979 皆増

39,260,113 36,526,853 2,733,260 7.5
計

国民健康保険事業特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計

大 字 寺 戸 財 産 区 特 別 会 計

6.2

水 道 事 業 会 計

一 般 会 計 22,110,000 20,810,395 1,299,605

　　令和２年度　向日市当初予算（案）

各会計の予算規模 （単位：千円、％）

物 集 女 財 産 区 特 別 会 計
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歴史を活かし、

活力と魅力あるまちづくり





8,000

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

教育部　文化資料館

和紙の特別展・国際シンポジウム開催事業

　英文学者である寿岳文章（じゅがくぶんしょう）（１９００～１９９
２）は、向日市・西向日住宅地に現存する住居“向日庵（こうじつあ
ん）”を拠点として、妻・しづと共に全国の手漉き紙産地を調査し、ま
た、選りすぐりの紙を使い自ら装幀した私家本“向日庵本”を出版するな
ど、和紙文化研究の道を開きました。
　今回、文化資料館を会場として、寿岳文章・しづが残した業績を紹介す
る特別展を開催します。
　また、期間中に海外の手漉き紙研究者を招き、紙関連の国際シンポジウ
ムを開催し、あわせて、関連事業を実施します。

○特別展
　　寿岳文章により収集された和紙関係資料や刊行書籍、著述・書簡類などを
　展示して広く紹介するとともに、民藝運動のなかでの活動をはじめ、英文学
　・書誌学などの関連資料を展示します。

○紙関連国際シンポジウム
　　海外及び国内の手漉き紙研究者を招き、紙をテーマとする国際シンポジウ
　ムを開催し、国際交流を図ります。

○バスツアー
　　兵庫県多可町にある寿岳文章ゆかりの寿岳文庫と杉原紙研究所を訪問し、
　施設見学と紙漉き体験を行うバスツアーを開催します。

○講演会
　　特別展を開催するに当たって実施した資料調査や国際シンポジウムの成果
　を広く伝えるため、専門家を招き、講演会を開催します。

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

20,102 千円 12,102

寿岳文章の居宅「向日庵」

寿岳文章自筆研究ノート寿岳文章が中心メンバーだっ

た研究雑誌『和紙研究』

寿岳文章がプロデュースし、日

本で最も美しい絵本とされる

『絵本どんきほうて』
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1,239

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

教育部　文化財調査事務所

旧上田家住宅整備事業

　国登録有形文化財旧上田家住宅の適切な保存及び活用に供するため、同
住宅内で使用する備品等を整備します。

○施設概要
　・所在地　　  向日市鶏冠井町東井戸６４番２ほか１
　・敷地面積　　１，４１０．７３平方メートル
　・延べ床面積　　　４０１．８８平方メートル
　・構造　　　　木造平屋建て瓦葺き
　・概要　　　  旧上田家住宅は、明治４３年に建築され、昭和１７年に旧
　　　　　　　　国鉄の新線計画に伴い現在地に移築されました。
　　　　　　　　都市近郊の農家住宅として、国土の歴史的景観に寄与して
　　　　　　　　いることから、平成３１年３月２９日に国有形文化財に登
　　　　　　　　録されました。

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

1,239 千円
完成予想イメージ

史跡長岡宮跡及び国登録有形文化財旧上田家住宅完成模型
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42 13,709

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

ふるさと創生推進部　企画広報課

（仮称）向日市観光交流センター事業

　令和２年１０月にオープン予定としている（仮称）向日市観光交流セン
ターでは、観光案内機能に加えて、市内特産品等の展示、販売スペース、
交流スペース等を設け、地域の振興につなげることとしています。
　来館された方々に快適にこの施設をご利用いただけるよう、机、椅子な
どの備品を整備します。
　また、施設に集客を図り、収益を上げることができるよう、施設運営の
ノウハウがあり、工夫を凝らした事業を行うことができる事業者が運営を
行います。

○施設概要
　・所 在 地　　向日市寺戸町瓜生２２番地の１
　・敷地面積　  １，６２０. ９０平方メートル
　・延べ床面積　　　３５６．０７平方メートル
　・構　　造　  鉄骨造２階建
　・施設構成　  １階　　　観光情報提供スペース
　　　　　　　　　　　　　特産品等展示、販売スペース
　　　　　　　　　　　　　飲食物提供スペース
　　　　　　　　　　　　　事務所
　　　　　　　　　　　　　多目的トイレ
　　　　　　　　２階  　　地域交流スペース
　　　　　　　　　　　　　トイレ
　　　　　　　　　　　　　展望デッキ
　　　　　　　　附帯施設　自動車駐車場　１９台
　　　　　　　　　　　　　観光バス駐車場　２台
　　　　　　　　　　　　　自転車駐輪場　２６台
　　　　　　　　　　　　　バイク置き場　　４台

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

13,751 千円

特産品等展示、販売スペース 飲食物提供スペース

自主事業（イベント）

（仮称）向日市観光交流センター完成予定図

※写真は全てイメージです。
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環境経済部　産業振興課

2,700 4,668

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

ふるさと創生推進部　企画広報課

　竹の径は、旅行雑誌「じゃらん」の「行ってみたい新緑絶景ランキン
グ」で全国１位に選ばれるなど、市民の皆様をはじめ、国内外から多く観
光客が訪れる本市が誇る観光資源となっています。
　この観光資源の保全整備として、竹垣と案内看板の一体的な整備やたけ
のこの生産活動が円滑に行われ、美しい竹林景観を維持するため、竹林道
の老朽化した舗装の改修を実施します。
　
○竹の径保全整備工事（企画広報課）
　・保全整備延長　　令和２年度　約３００ｍ
　・竹穂垣、来迎寺垣を整備

○竹の径案内看板作製（企画広報課）
　・竹の径全体マップ
　・竹垣種類説明看板（８種類）
 
○竹林道整備工事（産業振興課）
　・竹林道整備工事（Ｌ＝２５０ｍ）

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他

竹の径整備事業

一般財源

15,568 千円 8,200

整備前の竹垣

現在の竹の径全体マップ 現在の竹垣種類説明看板

整備後の竹垣(イメージ)

※竹の径を快適に周遊できるよう、見やすくわかりやすい看板を

作製し、設置します。

○案内看板作製

○保全整備工事
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3,471

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

ふるさと創生推進部　企画広報課

向日市ＰＲ事業

　市民の皆様の「ふるさと向日市」に対する愛着を深めるとともに、まち
の魅力を市内外にＰＲすることで更なる認知度向上と観光誘客を推進しま
す。

○「向日市いいとこＰＲ隊　たけ のこ りん」を活用したＰＲ
　　向日市のことをより多くの方に知っていただき、そして、好きになって
　いただけるよう、「向日市いいとこＰＲ隊　たけ のこ りん」を活用し、
　市の魅力やいいところを積極的に情報発信します。

　・市ホームページ内に「向日市いいとこＰＲ隊　たけ のこ りん」の
　　特設サイト新設

　・「向日市いいとこＰＲ隊　たけ のこ りん」を活用したグッズ作成

○（仮称）「～あなたの向日市がここにある～ここむこ向日市　2020」
　　（仮称）向日市観光交流センターと連携し、市内外に本市の魅力を広く
　ＰＲする事業を実施し、市民の皆様の本市に対する愛着を深め、観光誘客
　を推進します。

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

3,471 千円

「向日市いいとこPR隊 たけ のこ りん」

ホームページ特設サイト新設

現行 ホームページ 改修後イメージ

大阪府貝塚市の

ゆるキャラページ

（仮称）「～あなたの向日市がここにある～ここむこ向日市 2020」

（写真は令和元年度実施の様子）
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37,650

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

建設部　道路整備課

道路整備推進事業

　都市計画道路をはじめ、幹線市道や生活道路などの整備を推進すること
で、安全で快適に利用できる道路整備を行います。
　また、通学路の歩道整備や自転車利用環境の改善を図り、道路利用者の
安全対策を強化します。

○都市計画道路の整備
　・都市計画道路 牛ケ瀬勝竜寺線

○幹線市道の整備
　・寺戸幹線６号
　・物集女寺戸幹線　ほか
　
○生活道路・細街路の整備
　・市道第４０２９号線
　・舗装改良工事　ほか

○交通安全対策の一層の推進
　・市道第２０１３号線（第４向陽小学校通学路）
　・市道第３０６４号線（第３向陽小学校通学路）
　・市道第４０４７号線（自転車通行レーン）　ほか

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

820,600 千円 444,450 338,500

寺戸町中野ほか

（寺戸幹線６号）

上植野町堀ノ内ほか

（市道第４０４７号線）
鶏冠井町稲葉ほか

（市道第４０２９号線）

森本町上町田ほか

（牛ケ瀬勝竜寺線）
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16,335

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

建設部　都市計画課

都市計画変更支援事業

　現在、ＪＲ向日町駅周辺を都市型複合拠点地区として、駅東口開設に向
けた取り組みを進めており、土地利用の高度化など、多様なニーズに対応
できる機能の集積を図ることとしています。
　このことから、ＪＲ向日町駅東口開設を含めた駅周辺整備に向けた都市
計画変更手続きを行うとともに、駅西側の新たなにぎわい創出に向けたま
ちづくりを支援します。

○事業内容
　・ＪＲ向日町駅周辺整備都市計画変更支援
　・都市計画変更検討資料作成支援

○業務フロー

　■事業位置図

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

16,335 千円

ＪＲ向日町駅

阪急東向日駅

関係機関等
との協議資料
作成

関係機関等
との協議の
推進

都市計画

変更手続き

の推進

ＪＲ向日町駅周辺整備

都市計画変更支援
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※地籍調査予定地域

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

建設部　公園交通課

地籍調査事業

　一筆ごとの所有者、地番、地目、境界及び面積を明確にするため、地籍
調査を実施します。
　土地の所有と境界の情報を整備することで、適正な土地の利用及び管理
を促進し、災害復旧の迅速化など多方面での活用を図ります。

○地籍調査事業予定地域
　①物集女町　吉田他地区
　②物集女町　羽子田他地区
  ③寺戸町　　八反田他地区　他
 

○事業概要
　・一筆ごとの所有者、地番、地目及び境界の調査（一筆地調査）
　・一筆地調査に基づいて行う各土地の境界測量（地籍測量）
　・地籍測量に基づいて行う各土地の面積測定
　・地籍図及び地籍簿の作成
　

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

5,656 千円 3,792 1,864

①物集女町

吉田他地区

②物集女町

羽子田他地区

③寺戸町

八反田他地区
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61,000

歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり

建設部　まちづくり推進課

ＪＲ向日町駅東口開設推進事業

  誰もが安心・安全で、より快適に駅を利用できるまちを目指し、ＪＲ向
日町駅の東口開設をはじめとする駅周辺整備の事業化に向け、国及び府の
補助金を活用し、鉄道事業者、地権者、再開発準備組合との合意形成を図
るとともに事業計画作成支援を行います。
　

○事業内容
　・再開発準備組合への事業計画作成等の支援
　・自由通路等整備に向けた鉄道事業者との合意形成

○事業フロー

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

219,500 千円 158,500

事業計画

作成

地権者等の
合意形成

都市計画

手続き

ＪＲ向日町駅（東側） ＪＲ向日町駅（西側）

整備前

低未利用地

（旧鉄道施設など）

既存駅舎バリアフリー通路

既存駅広

ホーム

新たな駅広

（新設）

橋上駅 既存駅舎

（撤去）

既存駅広

の改良
ホーム

自由通路（新設）

駅ビル

（新設）

自由通路

（新設）

整備後

東口 西口

東口 西口

組合設立
認可
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人と暮らしに

明るくやさしいまちづくり





1,790

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　子育て支援課

保育所施設環境整備事業

　園児が快適な保育環境のもとで生活が送れるよう、各種改修等を実施し
ます。

○第１保育所
　・２階中庭デッキパネル改修工事
　　　雨や日焼けで劣化したデッキパネルを改修し、保育の質の向上を図り
　　ます。

○第５保育所
　・玄関土間工事
　　　玄関土間を改修し、送迎時の保護者及び児童の利便性向上を図ります。

　・避難用滑り台工事
　　　火災発生時等における児童の安全を確保するため、避難用滑り台を
　　更新します。
　

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

4,090 千円 2,300

第１保育所のデッキパネル

第５保育所の土間

第５保育所の避難用滑り台
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11,520

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　子育て支援課

病児・病後児保育事業

　市内２か所目の病児・病後児保育施設を令和２年４月に開設し、病気又
は病気の回復期にある児童について、集団保育の困難な期間、一時的な保
育を行うなどの支援体制を充実します。
　

○施設の概要

　・【新設】かおりのはなほいくえん病児保育室

　　　場　　所　　向日市寺戸町東田中瀬３番地の２
　　　運営主体　　社会福祉法人物集女福祉会
　　　定　　員　　１日５名
　　　対 象 者　　生後６か月から小学校４年生まで
　　　開園時期　　令和２年４月新設予定

　・【継続】カウベルキッズ

　　　場　　所　　向日市鶏冠井町山畑２１番地の２２
　　　運営主体　　医療法人よこばやし医院
　　　定　　員　　１日４名
　　　対 象 者　　生後２か月から就学前まで

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

11,520 千円

東
向
日
駅

向
日
町
駅かおりのはなほいくえん

病児保育室
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165,180

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　子育て支援課

子育て環境整備事業

　桂川洛西口新市街地の人口増等に伴い、保育需要が高まっていることか
ら、保育園の新設及び既設保育園の認定こども園への移行による定員拡大
を通じて、安心して産み育てることができる環境を整備します。
　

○施設の概要

　・【新設】かおりのはなほいくえん（令和２年４月新設予定）

　　　　場　　所　　向日市寺戸町東田中瀬１２番地の２
　　　　運営主体　　社会福祉法人物集女福祉会
　　　　定　　員　　１００人
　　　　対 象 者　　生後５７日目から就学前までの児童

　・【移行】もずめこども園（令和２年４月移行予定）

　　　　場　　所　　向日市物集女町南条６３番地
　　　　運営主体　　社会福祉法人大原野児童福祉会
　　　　定　　員　　１５０人 → １５５人（１号認定の定員で５人増）
　　　　対 象 者　　生後５７日目から就学前までの児童

○定員の推移（各年４月１日現在）

　　平成２７年度　　１，０５０人
　　平成２８年度　　１，０７９人（対平成２７年度　　２９人増）
　　平成２９年度　　１，１９９人（　　 〃　　　 　１４９人増）
　　平成３０年度　　１，２０９人（　　 〃　　　 　１５９人増）
　　平成３１年度　　１，２７４人（　　 〃　　　 　２２４人増）
　　令和 ２ 年度　　１，３７４人（　　 〃　　　 　３２４人増）

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

320,441 千円 155,261

東
向
日
駅

向
日
町
駅

もずめこども園

かおりのはなほいくえん
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人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　健康推進課

乳児ロタウイルス予防接種事業

　乳児のロタウイルス感染症の重症化を予防するため、令和２年１０月か
ら乳児ロタウイルス予防接種事業を実施します。

○事業概要
　・開始時期
　　　令和２年１０月１日

　・対象者
　　　令和２年８月１日以後に生まれた者
　
　・接種方法
　　　２種類のワクチンがあり、ワクチンにより、接種回数、接種期間が異な
　　ります。

　　ロタリックス：生後６週から２４週までの間に４週間以上の間隔をおいて
　　　　　　　　　２回経口摂取
　　ロタテック　：生後６週から３２週までの間に４週間以上の間隔をおいて
　　　　　　　　　３回経口摂取

　　　原則、ワクチンは同じ製剤で接種を完了します。
　　　いずれのワクチンも初回接種は１４週６日までに行うよう推奨されてい
　　ます。

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

7,941 千円 7,941

ロタウイルス感染症とは？

５歳未満の胃腸炎の４～５割は、

ロタウイルスによるものと言われて

います。

下痢を発症し、通常１～２週間で

自然に治りますが、脱水症がひどく

なると、ショック、電解質異常、まれ

ではありますが死に至ることもある

感染症です。

重度の脱水症は、２歳までの乳幼

児でおこります。
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※府１／２補助予定

354

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　健康推進課

多胎妊婦健康診査支援事業

　多胎妊婦の経済的負担を軽減するために、妊婦健康診査の回数を
拡充します。

○開始時期
　　令和２年４月１日

○対象者
　　多胎妊婦（双子、三つ子等）

○内容
　　従来の妊婦健診は最大１４回分無料ですが、双子、三つ子の妊婦の場合、
　最大２０回分の妊婦健診を無料にします。
　
　

　
　

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

354 千円

従来の妊婦健診

１４回
６回追加

双子や三つ子の場合

２０回

多胎妊婦支援

双子や三つ子を妊娠すると、流産、早産、貧血、妊娠高

血圧症候群などの可能性が高くなります。

早産での出産は低出生体重児になりやすく、生まれた

後の育ちにも支援が必要です。

元気な赤ちゃんを出産するために、双子や三つ子の妊

婦には頻回な健診が必要となります。

年度 多胎妊婦数

H28 12人

H29 10人

H30 9人（うち1人は三つ子）

向日市多胎妊婦の状況（妊娠届出時）
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773

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

教育部　教育総務課

私立幼稚園入園補助金事業

　経済的な理由により私立幼稚園に入園が困難な幼児の保護者に対し、私
立幼稚園入園補助金を交付することにより、保護者負担の軽減を図りま
す。

○事業概要
　・補助対象者
　　　私立幼稚園に入園する幼児の属する、年収３６０万円相当未満の世帯

　・補助額
　　　私立幼稚園入園料のうち、幼児教育・保育の無償化により補填しきれ
　　ない入園料相当分

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

773 千円
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3,231

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　健康推進課・高齢介護課・医療保険課

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

　高齢になっても多様な社会参加ができるよう健康寿命の延伸を目指し、
高齢者を対象とした保健事業と介護予防事業を一体的に実施します。

○健康課題の分析と関連事業との調整
　　企画・調整職員がＫＤＢシステムを活用し、健診・医療・介護データを照
　らし合わせ、健康課題を分析します。
　　また、関係機関で健康課題を共有し、関連事業との調整をします。

○高齢者に対する個別的支援（ハイリスクアプローチ）
　　生活習慣病の重症化を予防することは介護予防にもつながるため、後期高
　齢者健診（長寿健診）の結果を用い、重症化予防対象者に受診勧奨や保健指
　導を行います。
　　また、通いの場等で質問票等を用いて、フレイル状態の高齢者を把握し、
　健診や医療の受診勧奨、介護サービスの利用勧奨等を行います。

○フレイル予防に係る普及啓発（ポピュレーションアプローチ）
　　健康教室、健康相談、通いの場等のあらゆる機会を通じて、高齢者の特性
　とフレイル予防について、普及啓発を行います。

　ＫＤＢシステム：国保データベースシステム
　　　　　　　　　国保、後期高齢の保険者の健診、医療、介護データを利活
　　　　　　　　　用し、保険者の効率的・効果的保健事業の実施をサポート
　　　　　　　　　するために構築されたシステム
　フ　レ　イ　ル：加齢に生活習慣病や筋肉量の減少から転倒・骨折、活動量
　　　　　　　　　の低下、認知機能の低下などが重なって、日常生活動作の
　　　　　　　　　低下や障がいが起こること（要介護に至る前の状態）。
　レ　セ　プ　ト：診療報酬明細書

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

3,231 千円

KDBシステム等を用いて

後期高齢者

健診結果

健康課題の分析・関連事業の調整

企画・調整（保健師）

○後期高齢者健診を実施

し、健診結果を用いて

生活習慣病重症化予防

対象者に医療受診勧奨、

保健指導

○健康教室・健康相談・出

前講座等でフレイル予防

の普及啓発

高齢者の保健事業

○後期高齢者健診の結果や

通いの場等で質問票を用い

て介護予防対象者を見つけ

医療受診勧奨、介護サービ

スの利用勧奨

○出前講座、老人クラブ、高

齢者のサークル等（通いの

場）でフレイル予防を普及

啓発

介護予防事業

介護データ
後期高齢者

医療レセプト

情

報
共

有

KDBシステム等を用いて

後期高齢者

健診結果

健康課題の分析・関連事業の調整

企画・調整（保健師）

○後期高齢者健診を実施

し、健診結果を用いて

生活習慣病重症化予防

対象者に医療受診勧奨、

保健指導

○健康教室・健康相談・出

前講座等でフレイル予防

の普及啓発

高齢者の保健事業

○後期高齢者健診の結果や

通いの場等で質問票を用い

て介護予防対象者を見つけ

医療受診勧奨、介護サービ

スの利用勧奨

○出前講座、老人クラブ、高

齢者のサークル等（通いの

場）でフレイル予防を普及

啓発

介護予防事業

介護データ
後期高齢者

医療レセプト

情

報

共

有
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29

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　障がい者支援課

訪問生活介護事業

　障がいや疾病のため、自宅から施設へ通所することが困難な者に対し
て、生活介護事業所の職員が自宅に訪問し、社会的な日中活動の機会を提
供する訪問生活介護事業を実施します。

○事業概要
　　障がいや疾病の状況などから外出が困難な障がい者等について、社会
　参加の機会の喪失や介護者の負担の慢性化を防ぐため、生活介護事業所
　の職員が自宅を訪問し、社会参加の機会を提供します。
　
○実施内容
　・　既存の生活介護事業所に配置された訪問指導員が、通所できない重度
　　障がい者（利用者）の自宅を訪問
　・　利用者の状態に合わせ、訪問指導員が音楽、感覚刺激、軽作業などの
　　取り組みを実施
　・　仲間の訪問や、情報機器などを用いて、生活介護事業所に通所する仲間
　　との交流の機会を創出
　・　体調に合わせて、生活介護への通所を実施

○開始予定時期
　　令和３年３月

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

111 千円 82

自宅 自宅

生活介護事業所

通所できる人 障がいや疾病のため、

通所できない人
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地域共生社会実現サポート事業 高齢介護課・子育て支援課

770

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　地域福祉課・障がい者支援課

　地域において、社会福祉法人が自主的に取り組む地域包括ケアの推進
や、子どもの貧困対策などの地域の重点課題への取組を推進していくた
め、社会福祉法人等に対し、補助を行います。

○補助対象事業
　・地域包括ケア推進事業
　　　社会福祉法人等が行う地域包括ケアシステムの強化に係る事業
　
　・地域課題解消事業
　　　社会福祉法人等が行う地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、
　　児童の福祉その他の福祉に関する課題を把握し、及び解消することを
　　目的とする事業

　・災害対応力向上事業
　　　社会福祉法人等が行う災害時において高齢者、障害者、乳幼児その他の
　　特に配慮を要する者に対し必要な支援を行うための事業

　・小規模法人等活動サポート事業
　　　小規模法人等が実施する次に掲げる事業
　　　・社会貢献活動に自ら取り組むために当該小規模法人等の運営の体制
　　　　を強化する事業
　　　・きょうと福祉人材育成認証制度に基づき認証を取得するために実施
　　　　する事業

○負担割合
　　　　　 府　　　　１／２（社会福祉法人等へ直接交付）
　　 　　　市　　　　１／４
　　 社会福祉法人等　１／４ 事業費

財源内訳
国・府 地方債 その他 一般財源

770 千円

地域の

重点課題

社会福祉

法人等

市京都府

【補助スキーム】
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3,593

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

環境経済部　環境政策課

資源ごみ排出ルール違反対策事業

　分別ステーションにおける新たな不法投棄対策や前日出しに対する指導
業務を実施することで、ごみの排出ルール違反を減らします。
　また、多くの方が利用しやすいよう、休日の資源ごみ回収拠点の点検・
整理の回数を増やします。

○不法投棄禁止啓発業務
　　分別ステーションに防犯カメラや、防犯カメラ作動中看板等を設置して
　いますが、不法投棄は増加の傾向にあります。そのため、新たな不法投棄
　の対策を実施し、不法投棄の抑制を図ります。

○資源ごみ回収拠点等整理業務
　　２４時間家庭系資源ごみ（カン、ビン、ペットボトル）を排出できる回
　収拠点を市内に５か所設置していますが、休日の整理業務を委託すること
　で利便性の向上や周辺の環境を保全するものです。

　＜拠点設置場所＞
　　・市役所（平成２８年度）
　　・鶏冠井コミュニティセンター（平成２８年度）
　　・北部防災拠点（平成２９年度）
　　・上植野コミュニティセンター（平成３０年度）
　　・第１６号井戸操作盤「物集女町五ノ坪」（令和元年度）

○分別ステーション前日出し指導業務
　　資源ごみ分別回収ステーションへのごみ出しは、当日の午前７時から
　９時までの間となっていますが、前日に出される方が後を絶ちません。
　　ごみが放置されることで、周辺の美観を損なうことに加え、不法投棄
　も誘発することから、前日にごみを出される方に対して指導を行うもの
　です。

前日出しの様子

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

3,593 千円
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2,159

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

環境経済部　環境政策課

指定ごみ袋啓発事業

　家庭から排出されるごみ袋に市指定ごみ袋の導入を進め、分別の徹底
と、不適正なごみの混入を防ぎ、ごみの減量化・資源化を推進します。
　市民の皆様への周知のため、指定ごみ袋のサンプルを作成し、各戸配布
するとともに、説明会や街頭啓発を実施します。

○事業内容
　・指定ごみ袋サンプル配布
　　　９０，０００枚

　・指定ごみ袋啓発用チラシ配布
　　　３０，０００枚

　・指定ごみ袋サンプル各戸配布
　　　２４，０００世帯

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

2,159 千円

中身が見えても青・

白・黄色など色のつい

たものは不可

中身の見えな

いものは不可

中身が見える無色のものに限る
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537

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

環境経済部　環境政策課

新資源ごみ回収拠点整備事業

　市民の皆様の利便性や、リサイクル率の向上を図るため、２４時間家庭
系資源ごみ（カン、ビン、ペットボトル等）を排出できる回収拠点を新た
に建設します。

○整備場所
　・市役所本館北側の市道沿い塵芥収集車車庫西側

○広さ
　・横　幅　　　５．４６ｍ
　・奥行き　　　７．２８ｍ
　・面　積　　３９．７５㎡

○回収品目
　・カン、ビン、ペットボトル、廃食油、紙パック
　

正面イメージ図

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

537 千円
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1,500 1,950

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

環境経済部　防災安全課

危険ブロック塀等撤去補助事業

　道路や公園などに面したブロック塀等の倒壊による被害を防止するた
め、危険なブロック塀等を撤去する費用に対して補助金を交付します。

○補助対象
　・道路や公園などに面し、傾きやひび割れがあるなど危険と判断された
　　ブロック塀等が対象です。
　・ブロック塀等の撤去後に新たにフェンス等を設置する費用は含みません。

○補助割合
　・撤去費用の４分の３（上限１５万円）

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

3,450 千円

ブロック塀点検表（一部抜粋）
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防災関係整備事業

2,274

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

環境経済部　防災安全課

教育部　学校教育課

　災害に備え、備蓄物資の充実を図るとともに、特設公衆電話の整備を行
います。
　また、防災備蓄物資を活用して、子どもたちの防災に対する意識を高め
ます。

○備蓄物資の充実
　　飲食料や毛布などの備蓄物資を計画的に整備し、充実を図ります。

　　　主な品目　アルファ化米、粉ミルク、液体ミルク
　　　　　　　　保存水、ビスケット、クラッカー、毛布
　
○特設公衆電話の整備
　　災害発生時における避難所での通信手段を確保するため、災害発生時に
　優先的に無料通話でき、停電時でも使用可能なモジュラージャックを全て
　の避難所に整備します。
　　あわせて、専用電話機を各小中学校等の避難所に分散配備します。

○防災備蓄物資を活用した教育
  　子どもたちの防災に対する意識を高めるためアルファ化米を授業等で
　活用し、備蓄物資の役割や使い方を知り、災害時における実践力の基礎
　を養います。

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

2,274 千円

＜備蓄物資の例＞

＜特設公衆電話 設置イメージ＞

クラッカー 液体ミルク
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向日市施工  1.0～3.0ｍ未満
 0.5～1.0ｍ未満

京都府施工  0.3～0.5ｍ未満
　  0.1～0.3ｍ未満

90

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

上下水道部　下水道課

浸水対策下水道事業（和井川１号幹線整備事業）

　局地化、激甚化する降雨にも対応するため、雨水幹線整備を進め、更な
る浸水安全度向上に努めます。

○事業内容
　　本市南部地域の浸水対策下水道事業として、京都府桂川右岸流域下水道
　「いろは呑龍トンネル」南幹線に接続する和井川１号幹線を整備します。

○事業スケジュール

　平成２９年度　　測量、土質調査及び詳細設計

　平成３０年度　　和井川１号幹線発進立坑築造に伴う受電設備移設工事
　　　　　　　　　和井川１号幹線到達立坑築造に伴う汚水管等移設工事

　令和 元 年度～令和２年度
　　　　　　　　　和井川１号幹線築造工事（雨水トンネル）
　　　　　　　　　　　　　　内径φ２.０ｍ、延長Ｌ＝６８４ｍ

　

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

819,580 千円 409,790 409,700

〈平面図：和井川１号幹線〉

浸水深
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18,328

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

環境経済部　防災安全課

防犯カメラ整備事業

　安心安全なまちづくりを推進するため、防犯カメラの設置数を拡大し、
さらなる犯罪の未然防止を図ります。

○設置予定箇所
　　通学路、公園、分別収集ステーションなど

○設置予定台数
　　１００台

○設置実績
　
　　平成２８年度　　　　　　　　９台
　　平成２９年度　　　　　　　１１台
　　平成３０年度　　　　　　　１２台
　　令和 元 年度（予定）　　１６０台
　　　合　　計　　　　　　　１９２台

○防犯カメラ設置補助金交付事業
　　自治会等地域の皆様が防犯カメラを設置するに当たって必要な経費に対し
　て補助金を交付します。
　
　・補助割合　１０分の１０（上限２０万円）

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

42,128 千円 4,000 19,800

防犯カメラ

分別収集ステーションへの設置
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2,350

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

上下水道部　下水道課

下水道長寿命化事業

　下水道施設の長寿命化を図るため、汚水管の点検を行い、損傷の小さい
段階で適切な補修を行います。
　また、施設の適切な維持管理を行うことにより、快適な生活環境を確保
するとともに、浸入水対策を行うことで、汚水処理費用の節減に努めま
す。

○事業内容
　　汚水幹線を自走式テレビカメラによって調査します。

　　・幹線総延長　１３ｋｍ
　　・調査対象延長（鉄筋コンクリート管）　１０ｋｍ

　　また、テレビカメラ調査の結果から、管路更生工事や浸入水対策などの
　維持工事を行います。

○事業スケジュール

　　平成２８年度　下水道本管テレビカメラ調査　　　　　　５６１ｍ
　
　　平成２９年度　下水道本管テレビカメラ調査　　　　　　７８５ｍ

　　平成３０年度　下水道本管テレビカメラ調査　　　　　　７０３ｍ
　　              公共下水道中福知地区管路更生工事　　　　８９ｍ

　　令和 元 年度　下水道本管テレビカメラ調査　　　　１，２５５ｍ

　　令和 ２ 年度　下水道本管テレビカメラ調査　　　　１，２６０ｍ
事業費

財源内訳
国・府 地方債 その他 一般財源

4,700 千円 2,350
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11,066

3,069

3,729

4,961

6,193

8,283

10,373

3,586

4,466

6,116

7,766

9,416

10,120

５０㎥

3,245

4,477

5,709

7,799

9,889

2,640

3,520

5,170

6,820

8,470

１０㎥

２０㎥

３０㎥

４０㎥

６０㎥

府営水道料金の改定に合わせ、市民の皆様のご負担を軽減できるよう、本市水
道料金を見直します。

○見直し内容（案）
　・平均的一般家庭（口径２０ｍｍ、２か月で４０㎥使用の場合）

　　旧料金　７，７６６円（税込）
　　　　　　　　　　　　　　　１，５７３円の値下げ（改定率２０．３％）
　　新料金　６，１９３円（税込）

　・適用　　令和２年６月１日以降の検針分から
　

○水道料金（２か月分、税込）

旧料金（円） 新料金（円） 旧料金（円） 新料金（円）

口径１３ｍｍ 口径２０ｍｍ
水量

2,585

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

上下水道部　営業課

水道料金の見直し

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

－ 千円
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72,480

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

上下水道部　上水道課

水道管路の耐震化事業

　
　災害時や緊急時でも安全で良質な水を安定供給するため、優先度の高い
箇所から耐震管への更新を進めます。

○基幹管路更新工事
　・配水本管　寺戸町乾垣内地区他　　口径　４００ｍｍ　　延長　３５０ｍ

○配水管更新工事
　・寺戸地区　       　　　　 　　　口径　１００ｍｍ他　延長　３１０ｍ
　・森本地区　        　　　　　　　口径　  ７５ｍｍ　　延長　１６０ｍ
　・上植野・鶏冠井地区　　　　　　　口径　２００ｍｍ他  延長　５４０ｍ

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

367,480 千円 295,000

基幹管路更新工事（耐震管の設置）

耐震管の接続
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人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

教育部　教育総務課・学校教育課

校内通信ネットワーク整備事業（令和元年度３月補正）

　多様な子供たちを誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された
学びを学校現場で持続的に実現させるために、児童生徒１人１台端末を前
提とした高速大容量の校内通信ネットワークの整備を実施します。

○実施場所
　・向日市立小学校、中学校

○事業内容
　・学校内における高速かつ大容量の通信ネットワークの整備
　・端末充電用の電源キャビネットの整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネットワークイメージ図

※設置機器イメージ

　無線ＬＡＮアクセスポイント

　

　電源キャビネット

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

270,000 千円 135,000 135,000
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15,860 50,300 370

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

教育部　教育総務課

学校施設環境整備事業（令和元年度３月補正）

　児童生徒が快適な教育環境のもとで学校生活が送れるよう、校舎内のト
イレ改修を実施します。

○実施対象校
　令和２年度
　・向陽小学校　・第３向陽小学校　　　　・第５向陽小学校
　・勝山中学校　・西ノ岡中学校(体育館)　・寺戸中学校

○事業内容
　・便器、照明器具、手洗器具、床などの改修

○事業計画
　

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

66,530 千円

■トイレ改修後

計画期間

・平成２８年度 ～ 令和２年度

実施方針

・各校毎年度１か所改修

・原則として校舎各階１か所改修

実施対象

・向陽小学校 ・第２向陽小学校 ・第３向陽小学校

・第４向陽小学校 ・第５向陽小学校 ・第６向陽小学校

・勝山中学校 ・西ノ岡中学校 ・寺戸中学校
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パラリンピック聖火フェスティバル開催事業 教育部　生涯学習課

2,000

人と暮らしに明るくやさしいまちづくり

市民サービス部　障がい者支援課

　令和２年８月２５日から９月６日まで開催される東京２０２０パラリン
ピックの開会に先立ち、聖火の一部となる火を採火するイベントを実施し
ます。

○開催の趣旨
　　「パラリンピック聖火はみんなのものであり、パラリンピックを応援
　する全ての人の熱意が集まってひとつの聖火を生み出す」というＩＰＣ
　（国際パラリンピック委員会）の理念のもと、パラリンピックへの関心
　や祝祭感を高めると同時に、地域資源を活用することによる地域力の推
　進、一人ひとりが互いの価値や輝きを認め合う共生社会の実現を図りま
　す。

○実施予定日
　　令和２年８月１７日（月）　午前

○実施体制
　　向日市障がい者の日実行委員会

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

2,000 千円

聖火フェスティバルにて採火

京都府の集火式にて集火

東京都の集火式にて集火

東京２０２０パラリンピック聖火
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信頼と協働で

市民の声が届くまちづくり





2,578

信頼と協働で市民の声が届くまちづくり

ふるさと創生推進部　秘書課

向日市・杭州市友好交流協議書締結３５周年等記念事業

　本年で、向日市と杭州市（中華人民共和国浙江省）が友好交流協議書を
締結して３５周年という記念すべき年を迎えることから、杭州市から訪問
団を迎え入れ、本市で記念事業を実施し、友好的な国際交流の推進を図り
ます。

○実施時期
　　令和２年１１月中旬から下旬ごろ
　

○記念事業内容（予定）
　　記念式典、記念植樹など

　
【友好交流協議書について】
　　向日市と杭州市は、向日市日中友好協会による民間レベルでの友好交流を
　続けていくなかで、昭和５９年６月に杭州市長が向日市を来訪して以来、両
　市の友好を深めていくことを確認し、昭和６０年９月２７日に友好交流協議
　書を締結しています。

■向日市・杭州市友好交流協議書
　（向日市版）

　　　　　　　　　　　　　　　■友好交流協議書調印式

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

2,578 千円
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1,196

信頼と協働で市民の声が届くまちづくり

ふるさと創生推進部　広聴協働課

男女共同参画プラン策定事業

　市、市民及び事業所との協働による男女共同参画の推進を目的とした第
２次男女共同参画プランの計画期間が終了することから、男女共同参画社
会の実現を具体的に推進するため、「第３次向日市男女共同参画プラン」
を策定します。

○第３次向日市男女共同参画プラン
　　「向日市女性活躍推進計画」及び「配偶者からの暴力の防止及び被害者の
　保護等に関する基本計画」を一体として策定し、計画の期間は、令和３年度
　から令和１２年度までの１０年間とします。

　

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

1,196 千円

男女共同参画プランに基づく事業

女性活躍推進計画に基づく事業
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窓口サービス充実事業

6,921

信頼と協働で市民の声が届くまちづくり

市民サービス部　市民課

　公金収納に係る待ち時間の短縮や市役所本館新庁舎において、住民票の
写しの発行を行い、市民の皆様の利便性向上を図るものです。

○税公金自動収納機
　　簡単な操作で納付書を機械で読み取り、「税公金」及び「各種証明書発
　行手数料」を現金でセルフ収納できる機械を整備するものです。

　
○住民票の写し・印鑑登録証明書発行
　　市役所本館新庁舎完成後、本館窓口で住民票の写し・印鑑登録証明書の
　発行を行います。

　

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他

環境経済部　税務課

一般財源

24,821 千円 17,900

税公金自動収納機

イメージ図
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新庁舎等整備事業

一般財源

110,737

信頼と協働で市民の声が届くまちづくり

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他

1,714,385 千円 1,266,700 336,948

　耐震性能が不足している市役所本館を建替え、市民の皆様の利便性の向
上を図ります。
　また、新庁舎については環境に優しいＺＥＢを採用し、積極的に省エネ
ルギーに努めるとともに令和２年度の完成を目指します。

○令和２年度事業スケジュール
　

新庁舎の移転に伴い、備品等の整備を行います。
・執務室備品購入
・セキュリティ設備購入
・映像音響設備購入
・電話設備移設等業務

総務部　総務課

建設部　公共建物整備課
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4,780

信頼と協働で市民の声が届くまちづくり

ふるさと創生推進部　秘書課

“ふるさと向日市を元気に”事業

　本市のまちづくりに賛同する人々によるふるさと納税を財源として、協
働によるまちづくりを推進します。

○使途
　・文化及び市民スポーツの振興に係る事業
　・社会福祉の推進に係る事業
　・都市基盤整備に係る事業
　・「竹の径」保全整備に係る事業　　　ほか
　

○お礼の品
　　本市にふるさと納税していただいた市外の皆様にお礼の品を贈呈
　  国の地場産品基準等に合わせ、お礼の品の返礼率を３割以内に設定し、
　　お礼の品の充実を図ってまいります。

　ふるさと納税制度とは
　
　　　ふるさと（自分が貢献したいと思う都道府県・市区町村）への寄附金
　　制度のことです。寄附先の“ふるさと”には定義はなく、出身地
　　以外でも「お世話になったふるさと」など、各自が思う“ふるさと”を
　　自由に選ぶことができます。

■寄附金の使途例
　
　↓竹の径保全整備の様子

■お礼の品（参考）

事業費
財源内訳

国・府 地方債 その他 一般財源

4,780 千円
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